
(2)主要作物の土壌消毒剤使用基準

○麦類土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ケ
ラ

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

立
枯
病

使用方法等

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン



成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

萎
黄
病

菌
核
病

苗
立
枯
病

苗

立
枯

病

（
リ
ゾ

ク
ト
ニ

ア
菌

）

使用方法等

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤
の目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬
液を注入し直ちに覆土鎮圧する。
 2） 作条処理　は種又は植付前にあらかじめ予定
された溝に30cm間隔に所定量の薬液を注入し直ち
に覆土鎮圧する。

○豆類（未成熟、ただし、えだまめ、さやいんげんを除く）土壌消毒剤



○ばれいしょ土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

青
枯
病

そ
う
か
病

亀
の
甲
症

萎
凋
病

粉
状
そ
う
か
病

黒
あ
ざ
病

使用方法等

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン錠剤(劇) ○ ○

土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに
積み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>
「1穴あたり1錠処理」30×30cm毎に1錠処理する。

○ ○
全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の目
に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を注
入し直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆する。

○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を
注入し直ちに覆土鎮圧する。 2） 作条処理　は種又
は植付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔に
所定量の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

クロルピクリン,D-
D

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処
理する。）

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー(普) ○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ち
に被覆または覆土･鎮圧する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤 (劇)

○ ○ ○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

D-D

Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

クロルピクリン



○あぶらな科野菜（キャベツ、こまつなを除く）土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ケ
ラ

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

萎
黄
病

使用方法等

クロルピクリン錠剤(劇) ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに
積み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>
｢1穴あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン



○キャベツ土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

萎
黄
病

菌
核
病

苗
立
枯
病

苗
立

枯
病

（
リ

ゾ
ク

ト
ニ
ア

菌

）

根
こ
ぶ
病

バ
ー

テ

ィ
シ
リ
ウ
ム
萎
凋
病

株
腐
病

使用方法等

○

（散布全面処理<無被覆>）無被覆の場合、原液を
水で3倍に希釈して、土壌全面に均一に散布し直ち
に土壌混和をして、7～10日後にｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞ
ｽ抜き7～10日後に植付をする。

○ ○

（散布全面処理）原液を水で3倍に希釈して、土壌
全面に均一に散布し直ちに土壌混和して、ﾋﾞﾆｰﾙ等
で7～10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7
～10日後に植付をする。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤
の目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬
液を注入し直ちに覆土鎮圧する。
2） 作条処理　は種又は植付前にあらかじめ予定さ
れた溝に30cm間隔に所定量の薬液を注入し直ち
に覆土鎮圧する。

クロピクテープ(劇) ○ 土壌くん蒸

○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに
積み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>
｢1穴あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

○
土壌くん蒸<圃場>｢1㎡あたり10錠処理｣地表面に
所定量を散布処理する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○
土壌くん蒸

クロルピクリン,D-
D

ソイリーン(劇) ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに
所定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ
等で被覆する。

メチルイソチオシ
アネート､D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○ ○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～
15cmに注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7
～14日後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ち
に被覆または覆土･鎮圧する。

○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し
て被覆する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し
被覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、
ｱｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病
の蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の
蔓延防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または
灌水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、
ｱｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ
蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類
又はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又
はﾐﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲ
ﾀﾞﾆ蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ
根腐病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土
壌表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し
被覆する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ ○ ○ ○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

キルパー
カーバムナトリウ
ム塩

カーバム ＮＣＳ

クロルピクリン錠剤(劇)

クロルピクリン



○だいこん土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

萎
黄
病

亀
裂
褐
変
症

根
こ
ぶ
病

バ
ー

テ

ィ
シ
リ
ウ
ム
黒
点
病

使用方法等

○

（散布全面処理<無被覆>）無被覆の場合、原液を水
で3倍に希釈して、土壌全面に均一に散布し直ちに
土壌混和をして、7～10日後にｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜
き7～10日後には種をする。

○

  （散布全面処理）原液を水で3倍に希釈して、土壌
全面に均一に散布し直ちに土壌混和して、ﾋﾞﾆｰﾙ等
で7～10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7～
10日後には種をする。

メチルイソチオシ
アネート, D-D ディ・トラペックス油剤(劇) ○ ○ ○ ○

圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cm
に注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日
後にｶﾞｽ抜き作業を行う（砂質土は7日後にガス抜き
作業を行う）。 

メチルイソチオシ
アネート

トラペックサイド油剤(劇) ○ ○

圃場を耕起・整地した後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘに深さ約
12～15cmの穴をあけ、所定量を注入し、直ちに覆
土・鎮圧する。
薬剤処理7～10日後（但し、たばこは30日後）にｶﾞｽ
抜き作業を行う。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤
の目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液
を注入し直ちに覆土鎮圧する。2） 作条処理　は種
又は植付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

クロールピクリン(劇) ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ 土壌くん蒸

ソイリーン(劇) ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処
理する。）

○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

○ ○
所定量の薬液を土壌中約15ｃｍの深さに注入し、直
ちに被覆または覆土・鎮圧する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の
蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓
延防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または
灌水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又
はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐ
ﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ
蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐
病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し
被覆する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ ○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する

カーバム ＮＣＳ

キルパー
カーバムナトリウ
ム塩

クロルピクリン

クロルピクリン
D-D



イミシアホス ネマキック粒剤 ○ 全面土壌混和



○はくさい土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

萎
黄
病

黄
化
病

軟
腐
病

根
く
び
れ
病

根
こ
ぶ
病

尻
腐
病

使用方法等

カーバム ＮＣＳ ○ ○

（散布全面処理）原液を水で3倍に希釈して、土壌全
面に均一に散布し直ちに土壌混和して、ﾋﾞﾆｰﾙ等で7
～10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7～10日
後に植付をする。

メチルイソチオシ
アネート、D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cm
に注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日
後にｶﾞｽ抜き作業を行う。 

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を注
入し直ちに覆土鎮圧する。
2） 作条処理　は種又は植付前にあらかじめ予定され
た溝に30cm間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆
土鎮圧する。

○ ○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

○ ○ ○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ちに
被覆または覆土･鎮圧する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の蔓
延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓延防
止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または灌
水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又は
きゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐﾆﾄﾏ
ﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ蔓延
防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病蔓
延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類蔓
延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被
覆する。

クロルピクリン錠剤(劇) ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積
み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1穴
あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ 土壌くん蒸

ソイリーン(劇) ○ ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処理
する。）

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ ○ ○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

キルパー(普)
カーバムナトリウ
ム塩

クロルピクリン

クロルピクリン
D-D



○ブロッコリー土壌消毒剤

成分名 商品名

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

根
こ
ぶ
病

使用方法等

○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ち
に被覆または覆土･鎮圧する。

○
所定量の薬液を土壌表面に散布し､直ちに混和し被
覆する｡

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し
被覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の
蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓
延防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または
灌水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又
はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐ
ﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ
蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐
病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土
壌表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し
被覆する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ 本剤の所定量を均一に散布して、土壌と混和する。

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー



成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ケ
ラ

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

疫
病

白
絹
病

つ
る
割
病

使用方法等

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン錠剤(劇) ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積
み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1穴
あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

○うり科野菜（すいか、きゅうり、メロン、にがうり、うり類「漬物用」を除く）

クロルピクリン



○かぼちゃ土壌消毒剤

成分名 商品名

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

コ
ガ
ネ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

立
枯
病

フ
ザ
リ
ウ
ム
立
枯
病

苗
立

枯
病

（
リ

ゾ
ク

ト
ニ
ア

菌

）

使用方法等

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の目に
切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を注入し直
ちに覆土鎮圧する。 2） 作条処理　は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30cm間隔に所定量の薬液を注
入し直ちに覆土鎮圧する。

クロピクテープ(劇) ○ 土壌くん蒸

クロールピクリン(劇) ○ かぼちゃ(かぼちゃ台を含む)で適用

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ かぼちゃ(かぼちゃ台を含む)で適用

ソイリーン(劇) ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所定量
を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆す
る。

ダブルストッパー(劇) ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処理す
る。）

○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被覆す
る。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被覆す
る。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱｻﾞﾐｳ
ﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の蔓延防
止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓延防止、前
作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または灌水
する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱｻﾞﾐｳ
ﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、
前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又はきゅうりのﾈ
ｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類
蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ蔓延防止、前作のきゅ
うりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌表面
に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類蔓延
防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被覆
する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー

クロルピクリン

クロルピクリン
D-D



○きゅうり土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

疫
病

白
絹
病

つ
る
割
病

苗
立
枯
病

（
ピ
シ
ウ
ム
菌

）

苗
立
枯
病

苗
立

枯
病

（
リ
ゾ

ク
ト

ニ
ア

菌

）

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病

使用方法等

○

（灌水ﾁｭｰﾌﾞ法）予め灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。原液30リットルを水と共に10aあたり水量が
3000リットル（100倍希釈）になるように灌水注入して、
7～10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7～10
日後に植付又はは種をする。

○

（散布全面処理）原液を水で3倍に希釈して、土壌全面
に均一に散布し直ちに土壌混和して、ﾋﾞﾆｰﾙ等で7～
10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7～10日後
に植付をする。

メチルイソチオシ
アネート

トラペックサイド油剤(劇) ○ ○

圃場を耕起・整地した後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘに深さ約12
～15cmの穴をあけ、所定量を注入し、直ちに覆土しﾎﾟ
ﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆する。
薬剤処理7～10日後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を注
入し直ちに覆土鎮圧する。2） 作条処理　は種又は植
付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔に所定量
の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

○ ○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ちに
被覆または覆土･鎮圧する。

〇
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布または灌水する。

○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の蔓
延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓延防
止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または灌
水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又は
きゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐﾆﾄﾏ
ﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ蔓延防
止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病蔓延
防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類蔓
延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被
覆する。

ＮＣＳカーバム

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー



○きゅうり土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

疫
病

白
絹
病

つ
る
割
病

苗
立

枯
病

（
ピ
シ

ウ
ム

菌

）

苗
立
枯
病

苗
立

枯
病

（
リ
ゾ

ク
ト

ニ
ア
菌

）

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病

使用方法等

○ ○ ○
耕起整地後、灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚ
ﾝ等で被覆する。その後、液肥混合器等を使用し、本
剤を処理用の水に混入させ処理する。

本欄に挙げられた前作の収穫終了後古株撤去前まで
使用可
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のにがうり、さやいんげん、
さやえんどう、実えんどう、しょうがまたは葉しょうがの
古株枯死、前作のいんげんまめ、きゅうり、すいかまた
はうり類（漬物用、ただし、漬物用ﾒﾛﾝを除く）の古株枯
死、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、いちご、なす、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがら
し類、ほうれんそうまたはごぼうの古株枯死、前作の
みょうが（花穂）、みょうが（茎葉）、こまつな、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞ
ｽ、にら、ねぎ、ｾﾙﾘｰまたは花き類･観葉植物の古株
枯死

灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で被覆す
る。その後、液肥混合器等を使用し、本剤を処理用の
水に混入させ処理する。

クロピクテープ(劇) ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

○ ○ ○ ○ ○

土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積
み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1穴
あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

○
土壌くん蒸<圃場>｢1㎡あたり10錠処理｣地表面に所定
量を散布処理する。

○
土壌くん蒸<床土･堆肥>30cmの高さに盛土する。「1平
方メートルあたり10～20錠処理」地表面に所定量を散
布､混和する。

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cmに
注入し、直ちに覆土、鎮圧する。薬剤処理7～14日後
にｶﾞｽ抜き作業を行う。

ソイリーン(劇) ○ ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被
覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処理
する。）

クロルピクリン
D-D

クロルピクリン錠剤(劇)

クロピクフロー(劇）

クロルピクリン



○すいか土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

疫
病

黒
点
根
腐
病

白
絹
病

つ
る
割
病

苗
立
枯
病

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病

使用方法等

○

（灌水ﾁｭｰﾌﾞ法）予め灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆
する。原液30リットルを水と共に10aあたり水量が3000リット
ル（100倍希釈）になるように灌水注入して、7～10日間被覆
した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7～10日後に植付又はは種
をする。

○
（散布全面処理）原液を水で3倍に希釈して、土壌全面に均
一に散布し直ちに土壌混和して、ﾋﾞﾆｰﾙ等で7～10日間被
覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7～10日後に植付をする。

メチルイソチオシ
アネート

トラペックサイド油剤(劇) ○ ○

圃場を耕起・整地した後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘに深さ約12～
15cmの穴をあけ、所定量を注入し、直ちに覆土しﾎﾟﾘｴﾁﾚ
ﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆する。
薬剤処理7～10日後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の目に
切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を注入し直ち
に覆土鎮圧する。2） 作条処理　は種又は植付前にあらか
じめ予定された溝に30cm間隔に所定量の薬液を注入し直
ちに覆土鎮圧する。

○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ちに被覆
または覆土･鎮圧する。

〇
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被覆す
る。

〇
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌表面
に散布または灌水する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被覆す
る。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱｻﾞﾐｳﾏ
類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の蔓延防止、前
作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓延防止、前作のﾄﾙｺ
ｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または灌水す
る。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱｻﾞﾐｳﾏ
類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作
のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝ
ﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防
止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅ
ｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌表面
に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類蔓延防
止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被覆す
る。

○ ○ ○
耕起整地後、灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等
で被覆する。その後、液肥混合器等を使用し、本剤を処理
用の水に混入させ処理する。

本欄に挙げられた前作の収穫終了後古株撤去前まで使用
可
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のにがうり、さやいんげん、さや
えんどう、実えんどう、しょうがまたは葉しょうがの古株枯
死、前作のいんげんまめ、きゅうり、すいかまたはうり類（漬
物用、ただし、漬物用ﾒﾛﾝを除く）の古株枯死、前作のﾄﾏﾄ、
ﾐﾆﾄﾏﾄ、いちご、なす、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類、ほうれんそうま
たはごぼうの古株枯死、前作のみょうが（花穂）、みょうが
（茎葉）、こまつな、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、にら、ねぎ、ｾﾙﾘｰまたは花
き類･観葉植物の古株枯死

灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で被覆する。そ
の後、液肥混合器等を使用し、本剤を処理用の水に混入さ
せ処理する。

カーバム ＮＣＳ

クロピクフロー(劇）

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー

クロルピクリン





○すいか土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

疫
病

黒
点
根
腐
病

白
絹
病

つ
る
割
病

苗
立
枯
病

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病

使用方法等

クロピクテープ(劇) ○ ○ 土壌くん蒸

○ ○ ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積み30
×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1穴あたり1錠
処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

○
土壌くん蒸<圃場>｢1㎡あたり10錠処理｣地表面に所定量を
散布処理する。

○
土壌くん蒸<床土･堆肥>30cmの高さに盛土する。「1平方
メートルあたり10～20錠処理」地表面に所定量を散布､混和
する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ソイリーン(劇) ○ ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所定量を
注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処理す
る。）

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cmに注入
し注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日後にｶﾞ
ｽ抜き作業を行う。

クロルピクリン
D-D

クロルピクリン錠剤(劇)

クロルピクリン



○トマト土壌消毒剤

成分名 商品名
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ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
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ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

青
枯
病

萎
凋
病

疫
病

褐
色
根
腐
病

紅
色
根
腐
病

苗
立
枯
病

苗
立
枯
病

（
ピ
シ
ウ
ム
菌

）

苗
立

枯
病

（
リ

ゾ
ク

ト
ニ
ア

菌

）

根
腐
萎
凋
病

半
身
萎
凋
病

使用方法等

○

（灌水ﾁｭｰﾌﾞ法）予め灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、ﾋﾞﾆｰﾙ等
で被覆する。原液30リットルを水と共に10aあたり水
量が3000リットル（100倍希釈）になるように灌水注
入して、7～10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ
抜き7～10日後に植付又はは種をする。

○

（散布全面処理）原液を水で3倍に希釈して、土壌
全面に均一に散布し直ちに土壌混和して、ﾋﾞﾆｰﾙ
等で7～10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き
7～10日後に植付をする。

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○ ○ ○
圃場を耕起・整地した後、所定量を深さ約12～
15cmに注入し、直ちに覆土・鎮圧する。薬剤処理7
～14日後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤
の目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬
液を注入し直ちに覆土鎮圧する。2） 作条処理　は
種又は植付前にあらかじめ予定された溝に30cm
間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧す
る。

○ ○
耕起整地後、灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴ
ﾁﾚﾝ等で被覆する。その後、液肥混合器等を使用
し、本剤を処理用の水に混入させ処理する。

本欄に挙げられた前作の収穫終了後古株撤去前
まで使用可
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のにがうり、さやいんげ
ん、さやえんどう、実えんどう、しょうがまたは葉しょ
うがの古株枯死、前作のいんげんまめ、きゅうり、
すいかまたはうり類（漬物用、ただし、漬物用ﾒﾛﾝを
除く）の古株枯死、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、いちご、な
す、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類、ほうれんそうまたはごぼ
うの古株枯死、前作のみょうが（花穂）、みょうが
（茎葉）、こまつな、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、にら、ねぎ、ｾﾙﾘｰま
たは花き類･観葉植物の古株枯死

灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で被覆
する。その後、液肥混合器等を使用し、本剤を処
理用の水に混入させ処理する。

クロピクテープ(劇) ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

○ ○ ○ ○

土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さ
に積み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃
場>｢1穴あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理す
る。

○
土壌くん蒸<圃場>｢1㎡あたり10錠処理｣地表面に
所定量を散布処理する。

○
土壌くん蒸<圃場>｢1㎡あたり10～15錠処理｣地表
面に所定量を散布処理する。

○
土壌くん蒸<圃場>「1㎡あたり15～20錠処理」地表
面に所定量を散布処理後、深耕ﾛｰﾀﾘｰを用いて混
和処理する。

○
土壌くん蒸<床土･堆肥>30cmの高さに盛土する。
「1平方メートルあたり10～20錠処理」地表面に所
定量を散布､混和する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ソイリーン(劇) ○ ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに
所定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ
等で被覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴
処理する。）

カーバム ＮＣＳ

クロピクフロー(劇）

クロルピクリン錠剤(劇)

クロルピクリン

クロルピクリン
D-D



○トマト土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
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ュ
ウ
類
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コ
ブ
セ
ン
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ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
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ュ
ウ
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ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

青
枯
病

萎
凋
病

疫
病

褐
色
根
腐
病

紅
色
根
腐
病

苗
立
枯
病

苗
立
枯
病

（
ピ
シ
ウ
ム
菌

）

苗
立

枯
病

（
リ

ゾ
ク

ト
ニ
ア

菌

）

根
腐
萎
凋
病

半
身
萎
凋
病

使用方法等

○ ○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し
被覆する。

〇
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土
壌表面に散布または灌水する。

〇 ○ 〇
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直
ちに被覆または覆土･鎮圧する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し
被覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、
ｱｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病
の蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病
の蔓延防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布また
は灌水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、
ｱｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭ
ｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし
類又はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ
又はﾐﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸ
ｻｲﾀﾞﾆ蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟ
ｼｽ根腐病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土
壌表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ
類蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し
被覆する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。
白絹病にも適用がある。

○ 土壌に本剤の所定量を加え十分混和する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー



○なす土壌消毒剤

成分名 商品名
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病
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身
萎
凋
病
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絹
病

使用方法等

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を注
入し直ちに覆土鎮圧する。
2） 作条処理　は種又は植付前にあらかじめ予定され
た溝に30cm間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆土
鎮圧する。

○ ○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ちに
被覆または覆土･鎮圧する。

○
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布または灌水する｡

○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する｡

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の蔓
延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓延防
止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または灌
水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又は
きゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐﾆﾄﾏ
ﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ蔓延防
止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病蔓延
防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類蔓
延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被
覆する。

○ ○ ○
耕起整地後、灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚ
ﾝ等で被覆する。その後、液肥混合器等を使用し、本
剤を処理用の水に混入させ処理する

本欄に挙げられた前作の収穫終了後古株撤去前まで
使用可
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のにがうり、さやいんげん、
さやえんどう、実えんどう、しょうがまたは葉しょうがの
古株枯死、前作のいんげんまめ、きゅうり、すいかまた
はうり類（漬物用、ただし、漬物用ﾒﾛﾝを除く）の古株枯
死、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、いちご、なす、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがら
し類、ほうれんそうまたはごぼうの古株枯死、前作の
みょうが（花穂）、みょうが（茎葉）、こまつな、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞ
ｽ、にら、ねぎ、ｾﾙﾘｰまたは花き類･観葉植物の古株
枯死

灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で被覆す
る。その後、液肥混合器等を使用し、本剤を処理用の
水に混入させ処理する。

クロピクテープ(劇) ○ ○ ○ 土壌くん蒸

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー

クロピクフロー(劇）

クロルピクリン



○なす土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

青
枯
病

萎
凋
病

疫
病

苗
立
枯
病

苗
立

枯
病

（
リ
ゾ

ク
ト

ニ
ア

菌

）

半
枯
病

半
身
萎
凋
病

白
絹
病

使用方法等

○ ○ ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積
み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1穴
あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

○ ○
土壌くん蒸<圃場>「1平方メートルあたり10錠処理」地
表面に所定量を散布処理する。

○
土壌くん蒸<床土･堆肥>30cmの高さに盛土する。「1平
方メートルあたり10錠処理」地表面に所定量を散布､
混和する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cmに
注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日後
にｶﾞｽ抜き作業を行う。

ソイリーン(劇) ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被
覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処理
する。）

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ ○ ○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

クロルピクリン
D-D

クロルピクリン錠剤(劇)

クロルピクリン



○ピーマン土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

青
枯
病

萎
凋
病

疫
病

苗
立
枯
病

苗

立

枯

病

（
リ

ゾ

ク

ト

ニ

ア

菌

）

半
身
萎
凋
病

白
絹
病

使用方法等

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤
の目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液
を注入し直ちに覆土鎮圧する。2） 作条処理　は種
又は植付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

○ ○ ○
耕起整地後、灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴ
ﾁﾚﾝ等で被覆する。その後、液肥混合器等を使用
し、本剤を処理用の水に混入させ処理する。

本欄に挙げられた前作の収穫終了後古株撤去前ま
で使用可
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のにがうり、さやいんげ
ん、さやえんどう、実えんどう、しょうがまたは葉しょ
うがの古株枯死、前作のいんげんまめ、きゅうり、す
いかまたはうり類（漬物用、ただし、漬物用ﾒﾛﾝを除
く）の古株枯死、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、いちご、なす、
ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類、ほうれんそうまたはごぼうの
古株枯死、前作のみょうが（花穂）、みょうが（茎
葉）、こまつな、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、にら、ねぎ、ｾﾙﾘｰまたは
花き類･観葉植物の古株枯死

灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で被覆
する。その後、液肥混合器等を使用し、本剤を処理
用の水に混入させ処理する。

クロピクテープ(劇) ○ ○ ○ 土壌くん蒸

○ ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに
積み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>
｢1穴あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

○
土壌くん蒸<圃場>｢1㎡あたり10錠処理｣地表面に所
定量を散布処理する。

○
土壌くん蒸<床土･堆肥>30cmの高さに盛土する。「1
平方メートルあたり10～20錠処理」地表面に所定量
を散布､混和する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○
土壌くん蒸

ソイリーン(劇) ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処
理する。）

ダゾメット
ガスタード微粒剤(劇)バ
スアミド微粒剤(劇)

○ ○ ○ ○ 〇 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

○ 〇
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し
被覆する。

○
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土
壌表面に散布または灌水する。

○ 〇
所定量の薬液を土壌中約15ｃｍの深さに注入し、直
ちに被覆または覆土・鎮圧する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し
被覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の
蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓
延防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または
灌水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又
はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又は
ﾐﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞ
ﾆ蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根
腐病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土
壌表面に散布又は灌水する。
前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し
被覆する。

クロルピクリン錠剤(劇)

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー

クロピクフロー(劇）

クロルピクリン

クロルピクリン
D-D



○たまねぎ土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

疫
病

乾
腐
病

黒
腐
菌
核
病

黒
穂
病

紅
色
根
腐
病

苗
立
枯
病

苗
立

枯
病

（
リ

ゾ
ク

ト
ニ
ア

菌

）

べ
と
病

使用方法等

クロルピクリン錠剤(劇) ○ ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに
積み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>
「1穴あたり1錠処理」30×30cm毎に1錠処理する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ 土壌くん蒸

○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

○
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布または灌水する。

○
所定量の薬液を積み上げた土壌表面に散布し直ち
に被覆する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の
蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓
延防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または
灌水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又
はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐ
ﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ
蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐
病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し
被覆する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cm
に注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日
後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー

クロルピクリン



○ねぎ土壌消毒剤

有効成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

ネ
ダ
ニ
類

萎
凋
病

黒
腐
菌
核
病

紅
色
根
腐
病

小
菌
核
腐
敗
病

白
絹
病

苗
立
枯
病

苗

立

枯

病

（
リ

ゾ

ク

ト

ニ

ア

菌

）

根
腐
萎
凋
病 使用方法等

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤(劇) ○ ○ ○ ○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cm
に注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日
後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

メチルイソチオシ
アネート

トラペックサイド油剤(劇) ○ ○ ○

圃場を耕起・整地した後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘに深さ約
12～15cmの穴をあけ、所定量を注入し、直ちに覆土
しﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆する。
薬剤処理7～10日後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を
注入し直ちに覆土鎮圧する。2） 作条処理　は種又は
植付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔に所定
量の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

〇

全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の目
に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を注
入し、直ちに覆土鎮圧する｡

クロピクテープ(劇) ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン錠剤(劇) ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積
み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1
穴あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ 土壌くん蒸

ソイリーン(劇) ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処
理する。）

○ 〇
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ち
に被覆または覆土･鎮圧する。

○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

〇
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布または灌水する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の
蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓延
防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または灌
水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又
はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐﾆ
ﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ蔓
延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病
蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類蔓
延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被
覆する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー

クロルピクリン

クロルピクリン
D-D

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)



○ほうれんそう土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ

萎
凋
病

株
腐
病

立
枯
病

苗
立
枯
病

（
ピ
シ
ウ
ム
菌

）

苗
立
枯
病

根
腐
病

バ
ー

テ

ィ
シ
リ
ウ
ム
萎
凋
病

使用方法等

カーバム ＮＣＳ(普) ○

（灌水ﾁｭｰﾌﾞ法）予め灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。原液30リットルを水と共に10aあたり水量が
3000リットル（100倍希釈）になるように灌水注入して、7
～10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7～10日
後に植付又はは種をする。

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cmに
注入し、直ちに覆土し、ポリエチレン、ビニール等で被
覆する。薬剤処理7～14日後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

メチルイソチオシ
アネート

トラペックサイド油剤(劇) ○ ○ ○

圃場を耕起・整地した後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘに深さ約12
～15cmの穴をあけ、所定量を注入し、直ちに覆土しﾎﾟ
ﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆する。
薬剤処理7～10日後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を注
入し直ちに覆土鎮圧する。2） 作条処理　は種又は植
付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔に所定量
の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ちに
被覆または覆土･鎮圧する。

○ ○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

○
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布または灌水する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱｻﾞ
ﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の蔓延
防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓延防
止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または灌
水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱｻﾞ
ﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防
止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又はきゅ
うりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐﾆﾄﾏﾄの
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ蔓延防
止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病蔓延
防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のほうれんそうのﾎｳﾚﾝｿｳｹﾅｶﾞｺﾅﾀﾞﾆ蔓延防止

1）所定量の薬液を土壌表面に散布する。
2）所定量の薬液を土壌表面に散布し混和する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類蔓
延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被
覆する。

○ ○
耕起整地後、灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚ
ﾝ等で被覆する。その後、液肥混合器等を使用し、本
剤を処理用の水に混入させ処理する。

本欄に挙げられた前作の収穫終了後古株撤去前まで
使用可
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のにがうり、さやいんげん、
さやえんどう、実えんどう、しょうがまたは葉しょうがの
古株枯死、前作のいんげんまめ、きゅうり、すいかまた
はうり類（漬物用、ただし、漬物用ﾒﾛﾝを除く）の古株枯
死、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、いちご、なす、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがら
し類、ほうれんそうまたはごぼうの古株枯死、前作の
みょうが（花穂）、みょうが（茎葉）、こまつな、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞ
ｽ、にら、ねぎ、ｾﾙﾘｰまたは花き類･観葉植物の古株
枯死

灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で被覆す
る。その後、液肥混合器等を使用し、本剤を処理用の
水に混入させ処理する。

クロピクテープ(劇) ○ 土壌くん蒸

○ ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積
み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1穴
あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

○
土壌くん蒸<圃場>「1平方メートルあたり8～10錠処理」
地表面に所定量を散布処理する。

クロルピクリン錠剤(劇)

クロピクフロー(劇）

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー(普)

クロルピクリン



○
土壌くん蒸<圃場>「1平方メートルあたり10錠処理」地
表面に所定量を散布処理する。



○ほうれんそう土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ

萎
凋
病

株
腐
病

立
枯
病

苗
立
枯
病

（
ピ
シ
ウ
ム
菌

）

苗
立
枯
病

根
腐
病

バ
ー

テ

ィ
シ
リ
ウ
ム
萎
凋
病

使用方法等

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ソイリーン(劇) ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所定
量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆
する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処理
する。）

バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ ○ ○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。

クロルピクリン

クロルピクリン
D-D



○レタス土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

根
腐
病

ビ

ッ
グ
ベ
イ
ン
病

す
そ
枯
病

バ
ー

テ

ィ
シ
リ
ウ
ム
萎
凋
病

白
絹
病

使用方法等

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cm
に注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日
後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を
注入し直ちに覆土鎮圧する。2） 作条処理　は種又は
植付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔に所定
量の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

クロピクテープ(劇) ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン錠剤(劇) ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積
み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1穴
あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

○ ○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ち
に被覆または覆土･鎮圧する。

○ ○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の
蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓延
防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または灌
水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又
はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐﾆ
ﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ蔓
延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病
蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被
覆する。

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ 〇 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する

クロルピクリン,D-
D

ソイリーン(劇) ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー

クロルピクリン



○いちご土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

萎
黄
病

疫
病

炭
疽
病

青
枯
病

萎
凋
病

芽
枯
病

使用方法等

カーバム ＮＣＳ(普) ○

（灌水ﾁｭｰﾌﾞ法）予め灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。原液30リットルを水と共に10aあたり水量が
3000リットル（100倍希釈）になるように灌水注入して、
7～10日間被覆した後ｶﾞｽ抜きを行い、ｶﾞｽ抜き7～10
日後に植付又はは種をする。

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○ ○ ○

圃場を耕起･整地した後､所定量を深さ約12～15cmに
注入し､直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日後
にｶﾞｽ抜き作業を行う｡

メチルイソチオシ
アネート

トラペックサイド油剤(劇) ○ ○

圃場を耕起・整地した後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘに深さ約
12～15cmの穴をあけ、所定量を注入し、直ちに覆土
しﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で被覆する。
薬剤処理7～10日後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を
注入し直ちに覆土鎮圧する。2） 作条処理　は種又は
植付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔に所定
量の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

クロルピクリン
D-D

ソイリーン(劇) ○ ○ ○ ○
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。

○ ○ ○
耕起整地後、灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁ
ﾚﾝ等で被覆する。その後、液肥混合器等を使用し、
本剤を処理用の水に混入させ処理する。

本欄に挙げられた前作の収穫終了後古株撤去前ま
で使用可
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のにがうり、さやいんげん、
さやえんどう、実えんどう、しょうがまたは葉しょうがの
古株枯死、前作のいんげんまめ、きゅうり、すいかま
たはうり類（漬物用、ただし、漬物用ﾒﾛﾝを除く）の古
株枯死、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、いちご、なす、ﾋﾟｰﾏﾝ、と
うがらし類、ほうれんそうまたはごぼうの古株枯死、
前作のみょうが（花穂）、みょうが（茎葉）、こまつな、ｱ
ｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、にら、ねぎ、ｾﾙﾘｰまたは花き類･観葉植物
の古株枯死

灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置し、その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で被覆す
る。その後、液肥混合器等を使用し、本剤を処理用の
水に混入させ処理する。

クロピクテープ(劇) ○ ○ ○ 土壌くん蒸

○ ○ ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積
み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>｢1穴
あたり1錠処理｣30×30cm毎に1錠処理する。

○
土壌くん蒸<圃場>｢1㎡あたり10錠処理｣地表面に所
定量を散布処理する。

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン,
D-D

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処
理する。）

○
所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

○
予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布または灌水する。

○ ○
所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直ち
に被覆または覆土･鎮圧する。
前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の
蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓
延防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または
灌水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又
はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐ
ﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ
蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐
病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し被
覆する。

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー(普)

クロピクフロー(劇）

クロルピクリン錠剤(劇)

クロルピクリン



ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○ ○ ○ ○ ○ ○ 本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する。



○アスパラガス土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ケ
ラ

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

立
枯
病

紋
羽
病

使用方法等

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン



○にんじん土壌消毒剤

成分名 商品名

セ
ン
チ

ュ
ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

ケ
ラ

ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
幼
虫

こ
ぶ
病

紋
羽
病

し
み
腐
病

黒
し
み
病

萎
凋
病

使用方法等

クロールピクリン(劇) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土壌くん蒸

ドロクロール
ドジョウピクリン
クロピク８０(劇)

○ ○ ○ 土壌くん蒸

クロルピクリン錠剤(劇) ○ ○
土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに
積み30×30cm毎に1穴あたり1錠処理する。<圃場>
「1穴あたり1錠処理」30×30cm毎に1錠処理する。

メチルイソチオシ
アネート,D-D

ディ・トラペックス油剤
(劇)

○ ○ ○ ○
圃場を耕起･整地した後、所定量を深さ約12～15cm
に注入し、直ちに覆土･鎮圧する。薬剤処理7～14日
後にｶﾞｽ抜き作業を行う。

メチルイソチオシ
アネート

トラペックサイド油剤(劇) ○

圃場を耕起・整地した後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘに深さ約
12～15cmの穴をあけ、所定量を注入し、直ちに覆
土・鎮圧する。
薬剤処理7～10日後（但し、たばこは30日後）にｶﾞｽ
抜き作業を行う。

D-D
Ｄ-Ｄ
ＤＣ油剤
テロン(劇)

○ ○ ○

1） 全面処理　耕起整地後、縦横30cm間隔の碁盤の
目に切り千鳥状に深さ15～20cmに所定量の薬液を
注入し直ちに覆土鎮圧する。 2） 作条処理　は種又
は植付前にあらかじめ予定された溝に30cm間隔に
所定量の薬液を注入し直ちに覆土鎮圧する。

ソイリーン(劇) ○ ○ 〇
耕起整地後、30cm間隔のﾁﾄﾞﾘ状に深さ約15cmに所
定量を注入し、直ちに覆土し、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾋﾞﾆｰﾙ等で
被覆する。

ダブルストッパー(劇) ○ ○ ○ ○ ○
土壌くん蒸（30×30cmごとの深さ15cmの穴に1穴処
理する。）

○ ○

1）所定量の薬液を土壌中約15cmの深さに注入し直
ちに被覆または覆土･鎮圧する。
2）所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し
被覆する。

前作のにんにくのｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓延防止

所定量の薬液を土壌表面に散布し、直ちに混和し被
覆する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のなすのﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病の
蔓延防止、前作のきゅうりの褐斑病、つる枯病の蔓
延防止、前作のﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの斑点病蔓延防止

所定量の薬液を水で希釈し土壌表面に散布または
灌水する。

前作の野菜類又は花き類・観葉植物の古株枯死、ｱ
ｻﾞﾐｳﾏ類蔓延防止、前作のいちごのﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ蔓
延防止、前作のﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ、ﾋﾟｰﾏﾝ、とうがらし類又
はきゅうりのﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ蔓延防止、前作のﾄﾏﾄ又はﾐ
ﾆﾄﾏﾄのｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止、前作のﾄﾏﾄのﾊｸｻｲﾀﾞﾆ
蔓延防止、前作のきゅうりのｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐
病蔓延防止

予め被覆した内で、所定量の薬液を水で希釈し土壌
表面に散布又は灌水する。

前作のねぎの作物残渣に寄生したｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類
蔓延防止

ほ場内に集積した残渣物に所定量の薬液を散布し
被覆する。

カーバムナトリウ
ム塩

キルパー(普)

クロルピクリン

クロルピクリン
D-D



○果樹類土壌消毒剤

成分名 商品名

白
紋
羽
病

紫
紋
羽
病

使用方法等

カーバム ＮＣＳ ○ ○
耕起整地後30cm間隔の千鳥状に深さ約15～
50cmの穴をあけて薬液を注入し、ﾋﾞﾆｰﾙ等で7～
10日間被覆する。

○かんきつ（苗木）土壌消毒剤

成分名 商品名

温
州
萎
縮
病

使用方法等

クロルピクリン錠剤(劇) ○
土壌くん蒸<圃場>深さ15cmと45cmの位置のそれ
ぞれに１㎡あたり10錠をばら撒き散布する

クロールピクリン(劇) ○ 土壌くん蒸

○なし土壌消毒剤

成分名 商品名

白
紋
羽
病

使用方法等

ダゾメット
バスアミド微粒剤
ガスタード微粒剤(劇)

○
被害株跡地に本剤の所定量を均一に散布して土
壌と十分混和する。

クロルピクリン


